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 議事次第 

① 報告 
② 情報提供 
③ 質疑・意見交換 
 

 報告 
1) 人材戦略WG の進捗報告  

経済産業省より説明 
2) スキル標準を活用した認定講座  

経済産業省より説明 
自動走行ソフトウエア人材分野の分野追加を進めていくに際し、人材戦略 WG
として異議ないかを伺い、異議がないことを確認した。（自動車業界として問題
がないことのオーソライズを取った。） 

3) ベトナムへの講座展開及び意見交換会の実施について  
三菱総合研究所より説明 

   4) 第 2回自動運転 AI チャレンジ経過報告  
自動車技術会より説明 

 
 情報提供 

1)ISTQB Automotive Software Tester資格認定のご紹介  
JSTQBより説明 

 
 質疑・意見交換 

 自動運転 AI チャレンジには、かなり広い範囲の人々にご参加いただいている。企
業に加え、学生も参加されている。 

 ３年前と比べて、同じように人材のニーズというのはある状態だと認識している。 
ただ、採用の方向性を IT側に強く振ってしまったため、製品の品質を確保しなが
ら大規模ソフトをつくっていくというところのスキル・知見が今不足している。 



 今後ますます自動運転・電動化が進んでいくと、そのソフトウェアの総ボリューム
がどんどん増えることで、単純にコードボリュームが増えていくのみならず、複雑
度がますます増していくので、IT エンジニアの知見を開発手法などに活用してい
く必要がある。 

 また、自動車の限られたリソースをうまく使っていくという部分に関してはどん
どん強化・改善していかないといけないということで、IT エンジニアに加え、従
来の車両組み込みソフトウェアをつくり込んでいく能力、それぞれが必要かつ足
りていない状態と思っている。 

 サプライヤーサイドでは、制御と ITをつなぐところをもう少し強化したいという
ニーズが最近出てきた。今後は、制御と ITをうまく融合させて、より良いシステ
ムをつくっていく人材、すなわち、横串を刺しながら専門技術を集めてシステム化
をする人材を強化しながらやっていきたい。 
 

 一般的な話だが、どうしても企業では３年とか５年くらいでの人材養成になる。一
方で、もう少し先の 10 年を見据えた育成になると、大学の教育・訓練が重要にな
る。このＷＧはどうしてもショートレンジに思えるが、そのあたりも視野に入れた
ほうがいいのではないかと思う。 

 大学で施策を打つことも重要だが、大学発のスタートアップをもう少し増やして、
大学と大手企業の間で動ける人材がスキルを身に着けていくことも重要である。
すなわち、大学での人材育成と、スタートアップを使った人材育成と、大手企業の
人材育成の３段階があるといいと思う。 

 大学における人材育成は中長期ということだが、一方で IT の分野は技術が陳腐化
するのが早い。特に学部教育では５年で陳腐化するものを教えるというのはあま
り気が進まない。一方、大学院レベルの修士研究では１つのテーマをやることが重
要だと思う。 

 情報系の分野では、今見ていて大きく 2 つの課題があると思っている。まず、理系
離れが非常に深刻であるということである。また、非常に学生のモチベーションと
して深刻なのが、車離れが非常に深刻な点である。 

 地方の大学では状況が少し違い、都会と違って地方は自動車離れというのがほと
んど進んでいない。自動車に対するニーズは非常に高く、学生も昔とほとんど変わ
っていないため、自動車に興味がある学生というのはまだそれなりにいる。 

 一方で、自動車というものの研究的な要素に対する大学側の認知が実は高くない
という課題がある。 

 
 ベトナムにおける教育の取組については、弊社でも推進している。そこで感じたの

は、ベトナムの方は教育に対するモチベーションはものすごく高い一方で、世の中



のトレンドに対して敏感なため、例えば、われわれがいろいろ投資しても、米国だ
ったり、シンガポールだったり、中国だったりというところの引き抜きがあると、
そこに移っていってしまうということである。したがって、教育を定期的に続けて、
日本の会社は違うと思ってもらえると効果があると感じているので、粘り強くや
るべきだと思う。 

 
 制御と IT に関し、１つキーになるとわれわれが思っているのが、シミュレーター

や、HiLS、SiLS というものである。 
 今は SoC をつくるのも、何百人かでつくってしまうので、自分が何をやって

いるのかというのが実感にわきにくい。 
 そこで、HiLS や SiLS をうまく使って、そういう環境でものをつくっている

という感覚を実際にデジタルツインで持ってもらうということが、制御と IT
のギャップを埋めるのにいいと感じている。 

 人材育成のシミュレーターの活用は、コロナ禍で期せずして進んだと思っている。 
 最初、われわれも実際の制御の演習を実機なしでやれるのかというところはあっ

たが、シミュレーターでもそこそこできるということは分かってきたとは思って
いる。とはいえ、例えば実機固有の不確定性を、シミュレーターでどう再現するか
といった課題は残るだろう。 

 実物でないと学べないところは当然残るが、一方で、全体を俯瞰し、大きなシステ
ムを理解するというところは、逆にシミュレーターのほうがすごくいいというよ
うに一長一短があると思う。 
 

 ステアリング分野では、自動運転における機能安全をはじめとして、ニーズは相変
わらず非常に多く、人材は足りない状況である。 

 そういう意味で、こういった自動車業界としての人材確保の取り組みには非常に
期待が大きいし、教育プログラムについても、いろいろな共通言語としての基礎知
識の習得や、AI チャレンジのような実践的な内容も含めていろいろ取り組んでい
ただいているところへの期待も大きい。 

 
 IT 関係の技術と制御関係という、違う技術領域を理解した技術者の重要性という

観点では、自動運転の車載側のアプリケーションをつくる人材は日本にもかなり
いるが、環境構築のところでまだ IT業界の人たちが自動車向けのソフトウェア開
発の分野に入ってくることが少ない現状がある。したがって、この２つの技術領域
の転換或いは融合を進めていかないといけない。 
 

 いろいろな講座を今後展開するときに、教える側の育成は計画の中に入っている



のか。また、今回のプログラムで講師をお勤めになる方はそういうお仕事（教える
側の育成）をされている方なのか。 

 （今後は）教える側の教育も重大な課題になると考えている。受け入れの大学のほ
うでも継続的に続けられるように、教えることについて意識の高いところとして、
理科大学を選んでいる。また、大学院生に立ち会いしていただくのは、今後のこと
を考えると非常に重要かと思っている。 
 

 これまでの人材の育て方は、拠点に集まって働くのを前提としてきたが、これから
はテレワークを前提としたジョブをきちんと定義できれば、グローバルな人材育
成をやっていけるのではないか。 

 MaaS 等を考えると、車両を構成要素としたサービスのデザインができる人材や、
関連する運用のデザイン、あるいは運用そのものの技術を扱える人材も必要にな
ってくるのではないか。 
 

 オンラインでできることと、そうでないものとの住み分けは重要だと、教育の観点
から感じている。自動車の今後の人材育成の中でも、そういう枠組みの住み分けは
重要だと感じている。 
 

 地方では、自動運転に限らずソフトウェアの技術者というのがなかなか来てくれ
ない、あるいは来てもすぐにほかのところに移ってしまうという課題がある。WG
には特に関係ないと思うが、その辺の施策もあればいい。 

 
以上 


